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研究成果の概要（和文）： 

 情報化の先進諸国におけるメディア文化政策の展開を地域別（時系列的）、メディア別（地域

横断的）に比較検討し、国民統合的な「文化政策」と情報拡散的な「メディア政策」を明確に

区分する必要性を明らかにした。その上で、ソフト・パワーとしては両者を組み合わせた「メ

ディア文化政策」の重要性が明らかになった。佐藤卓己・柴内康文・渡辺靖編『ソフトパワー

としてのメディア文化政策』を新曜社より 2012 年度中に上梓する。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study examined how media-cultural policies had developed in IT advanced countries 
from comparative view points of areas (by historical approach) and of medium (by 
cross-media approach). Through the research, we pointed out the importance to distinguish 
between national integration-oriented ‘Cultural Policy’ and information 
diffusion-oriented ‘Media Policy’. For intensive Soft-Power they must be combined 
suitably. The result of this study is due to be published as SATO Takumi, SHIBANAI Yasufumi 
and WATANABE Yasushi ed., Soft Power to shite no Media Bunka Seisaku (Media-Cultural 
Policy for Soft Power). Tokyo: Shinyosya 2012. 
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１．研究開始当初の背景 
 代表者・佐藤卓己はドイツ現代史研究から
メディア研究をスターとしており、佐藤卓己
「ナチズムのメディア学」、『岩波講座・文学
2 メディアの力学』（岩波書店、平成 14 年）
などに見られるように、ドイツの情報政策、
広報学について関心を抱いてきた。本研究は、
国際比較研究のためメディア先進国の文化
政策研究で蓄積のある分担者を集めた。特に、
Soft Power Superpowers; Cultural and 
National Assets of Japan and the United 
States, M.E. Sharpe 2008.および『アメリ
カン・センター：アメリカの国際文化戦略』
（岩波書店、平成 20 年）でパブリック・デ
ィプロマシー論を展開した文化人類学者・渡
辺靖を迎えて、真に学際的な「メディア文化
政策」研究の基盤となる枠組みを描きだすこ
とを目指した。他の分担者も、本田毅彦『イ
ンド植民地官僚―大英帝国の超エリートた
ち』 (講談社、平成 13 年)、福間良明訳・ス
ノー『情報戦争』（岩波書店、平成 16 年）、
植村和秀訳・モッセ『フェルキッシュ革命』
（柏書房、平成 10 年）、青木貞茂『文化の力』
（NTT 出版、平成 20 年）、柴内康文訳・パッ
トナム『孤独なボーリング』（柏書房、平成
18 年）などが、本研究と密接に関連する主要
業績をもつ研究者である。また、京都大学大
学院教育学研究科生涯教育学講座メディア
文化論専攻の大学院生も共同研究に参加す
ることで、今後の研究拠点形成も企画した。 
 
 
２．研究の目的 
 良好な国際関係を築くうえで、軍事力など
のハード・パワーではなく、文化の発信に基
づくソフト・パワー（ジョセフ・ナイ）の重
要性が近年ますます高まっている。こうした
潮流をふまえ、本研究は、アメリカ、イギリ
ス、フランス、ドイツ、日本など、情報化の
先進諸国における文化政策の展開を歴史的
に比較検討し、ソフト・パワー構築にむけた
今後の文化政策に有効な提言を行うことを
目的とした。 
 また、博覧会/美術館、プリントメディア、
映画、放送、音楽、インターネットなど個別
メディアの先行研究を文化政策との関係で
整理し、日本の文化発信の在り方に考察する
基本的な前提を用意することをめざした。 
 
 
３．研究の方法 
 （1）本共同研究では以下 3 つの研究軸（ア
プローチ）を使用し、ソフト・パワー構築
に向けたメディア文化政策を包括的に解明
することを目指した。 
 ①空間軸＝情報先進国のメディア文化政
策への地域比較アプローチ（日本および近

隣諸国、アメリカ、イギリス、ドイツ、フ
ランスにおけるメディア文化政策の特性と
類似性の検討） 
 ②時間軸＝メディア史的アプローチ（個
別メディア、すなわち出版、新聞、映画、
ラジオ、テレビ、インターネットなど各メ
ディアの相互関連性に着目しつつ、メディ
ア文化政策の編成プロセスを解明） 
 ③イベント軸＝テーマ別アプローチ（政
治・外交・軍事や産業・技術・経済の領域
のみならず、観光、博覧会、娯楽イベント
など多様な事例を取り上げる） 
 
 （2）上記の 3 つの研究軸を用いて、21
世紀グローバル時代のソフト・パワーの全
体的な特徴を明らかにする。 
 ①多メディア間の相互連関性を前提とす
る各国のメディア文化政策：各メディア間
の相互連関性を明らかにしつつ、日本、ア
メリカ、イギリス、ドイツ、フランスなど
情報先進国における文化政策（政府による
広報・言論政策）の機能を解明する。また、
日本のメディア文化政策の連続性を考察す
るため、戦前期における台湾や朝鮮など旧
植民地に対する広報・宣伝政策についても
検討する。 
 ②グローバルなソフト・パワーの相互連
関性：各国メディア文化政策（たとえば観
光政策や博覧会などを通じた国家のイメー
ジ戦略）がグローバル化の中でもつ相互連
関性、いわばグローバルな「メディア文化
政策ネットワーク」の可能性を検討する。 
 ③インターネット時代のメディア文化政
策に向けた包括的な見取り図：各国のメデ
ィア文化政策、ソフト・パワーの相互連関
性を立体的に比較検討し、そこから 21 世
紀の国際メディア文化秩序が浮かび上がる
ような包括的見取り図を描く。 
 
 
４．研究成果 
 これまでの文化政策研究では主に、企業
メセナや公的芸術振興政策、文化産業育成
策などの現状分析に重点が置かれてきた。
そのため、20 世紀前半から現代までを視野
に入れた射程の長い国際比較研究はあまり
なされてこなかった。本研究ではメディア
研究のほか、政治学、文化人類学、社会学、
歴史学、広告学、社会心理学など多様なデ
ィシプリンの知見を動員して、学際的なメ
ディア文化政策論の見取り図を描くことを
目的として開始された。 
 近年、盛んに使われている「文化力」と
いう言葉は 2002年に第16代の文化庁長官
に就任した河合隼雄が、グローバル化の進
展のなかで文化振興政策として打ち出し概
念とされている。しかし、「文化力」という



 

 

言葉そのものは、河合隼雄の新造語ではな
い。1940 年代の総力戦体制下に唱えられた
戦時スローガンの 1 つである。当時、統制
団体・日本出版文化協会の文化局長をつと
めた社会学者・松本潤一郎は総力戦におけ
る軍事力、経済力と並ぶ第三の力として、
「文化力」の昂揚を訴えていた。こうした
事例からも、21 世紀のメディア文化政策が
20 世紀の総力戦体制の延長で発想されて
いることは否定できない。 
 本研究は情報化の先進諸国におけるメデ
ィア文化政策の展開を地域別（時系列的）、
メディア別（地域横断的）に比較検討し、国
民統合的な「文化政策」と情報拡散的な「メ
ディア政策」を明確に区分する必要性を明ら
かにした。その上で、ソフト・パワーとして
は両者を組み合わせた「メディア文化政策」
の重要性が明らかになった。佐藤卓己・柴内
康文・渡辺靖編『ソフトパワーとしてのメデ
ィア文化政策』を新曜社より 2012 年度中に
上梓する。 
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